
兵庫教育大学研究紀要第24巻2004年2月pp.21-35

日本統治時代台湾の土地制度と農業生産力

Land system and agricultural productive capacity of Japan rule age Taiwan

松田吉郎*
Yoshiro MATSUDA

本稿ではE]本統治時代台湾の土地制度と農業生産力を分析した。清朝時代は大租戸-小粗戸-個人の-EEl両主制であっ

たが、日本統治時代に大組戸に大租補償を与え、所有権を没収し、小租戸一個人という土地所有関係にし、小租戸を地主

と認め、地租納税者と認定し、地租収入を安定化した。農業生産力については4期に大別でき、第1期(1898-1904)は

在来米生産中心時期、第2期(1904-18)は甘芹生産増加時期、第3期(1918-31)は蓬莱米・甘庶相魁時期、第4期

(1931-45)は蓬莱米・甘庶相乗的発展時期であった。従釆、台湾における農業生産の特徴として言われてきた米糖相魁

は第3期の一時期にすぎなかったとことが明らかとなった。

辛-ワード:-田両主制、地租改正、米、甘庶

Key words : Two land owners'system、 Land tax revision、 Rice、 Sugarcane

はじめに

本稿では、台湾の土地制度について清代、劉銘伝の清

斌事業、日本統治時代の地租改正時期、小作慣行改善時

期にわけて考察する。

生産力については特に米と甘庶について考察する。

I土地制度

〔1〕清代の土地制度

第1表大租・小租

(1)大租権(或-蕃租)小租

永租」

(2)蕃粗大租小租

水租」

(3)大租(或-蕃租)地基租-暦主[暦地]

(4)蕃租大根地基租-暦主[暦地]

(『台湾私法』臨時台湾旧慣調査会、 1910年2月、第1巻上、

158頁。)

清朝中期(18世紀以降)における台湾の土地制度は

基本的に-田両主制と言われ(1)、第1表のように4形態

の存在が指摘されている。田尚とは水田と蕉園のことで

あり、暦地とは宅地の事である。本稿では平地の農業生

産を考察の対象としており、 (1)の形態を考察したい。

土地所有者は大租戸と呼ばれ、小租戸に土地を貸し、

大租を徴収し、清朝に正供(地租)を納入する。小租戸

は個人に又貸し、小租を徴収する。尚、当時の1甲は約

1ha、石は103.55Sである。

第2衰運光以前の大租戸・小租戸の毎甲出年所得

(毎甲石数)

則 例 大 税額 正 供 額 大 租 戸 純 小租 額 小租 戸 純 個 人 所 得

(石) (石 ) 所 得 (石 ) (石 ) 所得 (石 ) (石 )

上 田 8.0 0 2 .7 4 3 2 .0 0 2 4 .0 0 2 1 - 3 2

中 田 6 .0 0 2 .C 3 .9 2 2 4 .0 0 18 .0 1 6 - 2 4

下 田 4 .00 1 .7 5 8 2 .2 4 2 16 .0 0 12 .0 0 1 0′～16

上 園 6.0 0 2 .0 3 .9 2 2 4 .0 0 18 .0 0 1 6 - 2 4

中 園 4.0 0 1 .7 5 8 ー2 4 2 16 .0 0 12 .0 0 1 0 - 1 6

下 園 1.7 1 6 1 .2 4 8 8 .0 0 6 .0 0

(『台湾私法』第1巻上、 119、 317頁、陳其南「清代台湾漢人

社会的建立及其結構」く1979年度台湾大学碩上論文) 、個人所

得は陳逢源氏の推計を元に計算した(2)。)

第1表より、大租戸は大粗収入から正供(地租)を差

し引いた額が純所得であり、小粗戸は小粗収入より大租

納入額を差し引いた額が純所得であり、個人が生産額よ

り小租を引いた額が純所得であった。さらに小租戸は大

租戸より田地を小作する場合には輔価銀という敷金(大

租補償金)を納入する。これは水利施設がある場合は高

額で平均毎甲27.9両、水利施設がなく小租戸が建設す

る場合は少額で平均毎甲2.7両であり、これらは小作を

解約する際に大租戸より返還される。また、個人も小租

戸より田地を小作する場合は平均毎甲66.9両の碩地銀

(小租補償金)を敷金として納入する。高額であるのは

水利施設がすでに存在するためである。この碩地銀も小

作を解約する時に小税戸より返還された(3)。小租戸、佃
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人ともに太祖戸或は小租戸が水利施設を設置していた田

地を小作する場合には水租を納入した。

〔2〕劉銘伝による清賦事業

光緒11年(1885)に台湾巡撫となった劉銘伝は土地

の測量と「清賦」 (地租納入制度の改定)を行った。 「清

賦」を行う理由は、 (1) 「元来大租戸ト鵠リタルモノ、

中ニ-工資ヲ費サスシテ漁夫ノ利ヲ占メタルモノ少カラ

ス」、 (2) 「大租戸-地租ヲ負櫓スルモ年月ノ久シキ時々

変遷シ徴税ノ困難少カラス」、 (3) 「土地ノ質権-小粒

戸二掃セルカ故二田園ノ開拓日二多キモ成墾ノ報陛益少

ク、地租ノ適脱多ク」(4)等の理由であったが、特に土地

から遊離している大租戸による「正供」徴収が困難になっ

てきたためであった。その結果、 -_El、 「小粗戸ヲ以テ

業主ト鵠シ之二地租ヲ負槍」させる方針をとったが、林

維源その他の有力者が「哀訴嘆願」したために、所謂

「滅四留六」の法を行うことになった(5)。

即ち、同法は「小租戸ヲ田園ノ業主ト公認シ、大

租戸二封シテハ其従来負櫓セル納税義務ヲ免スルト共こ

従来其小租戸ヨリ収受セル大租額ノ四割ヲ滅シ之ヲ中枢

戸二掃シ、残飴ノ六割ヲ以テ大租戸ノ収得二轟セシ

ム」(6)というものであった。この法は-田両主制が発達

した中北部では実施されたが、 -田両主副があまり発達

していない南部では適用されなかった(7)。

清朝時代を通じて、大租戸一小租戸一個人という関係

は存続した。

〔3〕日本統治初期の地租改正事業

日本は台湾を統治した際には、土地に関する権利関係

は混乱しており、また複雑であり、権利の所在が明らか

でなく、 「無田ノ斌アリ、無賦ノ田」があり、従って統

治の基礎を立てることができず、徴税の根本も定めるこ

とができなかった(8)。

明治32年(1899)に台湾総督府は土地調査局を設け、

全島の三角測量を行うと同時に土地の「丈量」 (測量)

を行い、土地台帳を作り、 「坐落、地積」等を確定した。

「田園暦地」については一々「契接」 (契約文書)を調査

し、関係者を尋問して業主(土地所有者)を確定した。

その結果、 「大小租戸ノ関係アル田園-南北一律繰テ小

租戸ヲ以テ業主卜査定スルノ主義ヲ取り」、明治37年

(1904)に土地調査を終了し、地粗規則を定め地租を改

正し、且つ土地台帳の制度を確立し、大根権を「革除」

した。同38年(1905)には業主権を登記の方法に拠る

こととされた(9)。

第3表田畑地租率新旧比較(1甲当たり平均、円)

「元 日 現 地 組 現付加税 大 租 現地組及 び 改 正 改正地租 及 び

付加税 .

大根計

地 租 額 地租付加 税

(3 分 の 1 )計

差引

蝣fS AS.

田2.9121.9427.37812.2326.995 9.327 -2.905

畑1▼6191.0801.8134.5122.658 3一545】0.967

第4表台湾総督府年次別歳入(金額単位は円)

年 度 歳 入 ( A )

租 税 ( B ) 地 租 ( C ) f ( % ) f (9 6 )

金 額 指 数 金 額 指 数

1 8 9 6 9 ,6 5 2 ,0 9 8 1 ,6 2 9 ,9 3 4 72 7 5 2 ,6 9 9 9 0 7 .8 4 6 .2

1 8 9 7 l l ,2 8 3 ,2 6 6 2 ,2 7 0 ,3 6 8 10 0 8 3 5 ,6 5 0 1 0 0 7 .4 3 6 .8

1 8 9 8 1 2 ,2 8 1 ,9 6 1 2 ,4 6 7 ,15 4 10 9 7 8 2 ,0 5 8 9 3 6 .4 3 1 .7

1 8 9 9 1 7 ,4 2 6 ,6 1 8 3 ,0 8 1 ,6 1 1 13 6 84 1 ,9 5 5 1 0 0 ・.8 2 7 .3

1 9 0 0 2 2 ,2 6 9 ,6 9 5 3 ,2 1 2 ,14 4 14 1 9 1 2 ,9 2 2 1 0 9 4 ,1 2 8 .4

1 9 0 1 1 9 ,7 6 6 ,3 3 4 3 ,4 5 2 ,6 9 4 1 52 8 6 9 ,0 0 3 1 0 3 4 .4 2 5 .2

1 9 0 2 19 ,4 9 7 ,5 7 9 3 ,73 8 ,9 12 1 6 5 8 9 7 ,2 1 9 10 7 1.0 2 4 .0

19 0 3 20 ,0 3 7 ,5 3 3 3 ,74 0 ,5 8 6 1 6 5 9 2 2 ,2 3 2 1 1 0 4 .6 2 4 .7

1 9 0 4 22 ,3 3 3 ,1 1 5 5 ,5 79 .3 8 6 2 -lti 1,9 5 5 ,7 7 0 2 38 5 .4 3 5 .1

19 0 5 25 ,4 1 4 ,14 6 7 ,38 4 ,5 5 9 3 2 5 2,9 75 ,7 3 5 3 5 6 l l .7 4 0 .3

19 0 6 3 0 ,6 9 2 ,1 7 3 7 ,66 0 ,7 8 3 3 3 7 2,9 8 3 ,5 5 1 3 5 7 9 .7 38 .9

19 0 7 3 5 ,2 9 5 ,7 7 3 7 ,9 5 5 ,3 2 1 3 5 0 3 ,0 0 6 ,1 9 5 3 5 9 8 .5 3 7 .8

19 14 5 3 ,1 6 4 ,3 2 9 l l ,17 5 ,0 4 9 2 3 ,0 8 7 ,3 8 3 3 ^ 9 5 .8 2 7 .6

ln 5 4 5 ,6 4 0 ,5 1 9 7 ,9 2 7 ,5 1 7 3 4 9 3 ,5 8 6 ,4 5 3 4 29 7 .6 4 5 .2

19 16 5 5 ,7 6 5 ,6 9 ,4 3 0 ,8 6 0 4 1 5 3 ,6 3 3 ,9 3 8 4 3 4 6 .5 3 8 .5

19 19 10 0 ,1 6 5 ,5 4 2 1 5 ,2 2 9 ,8 7 1 6 7 1 5 ,19 1 ,4 6 3 6 2 1 5 .2 3 4‥1

・)0
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以上の措置によって台湾の土地制度は小租戸を地主と

認定し、個人を小作人とすることになった。

改定後の地租は第3表の如くである(10)。

同表より明らかなように、小租戸(地主)にとっては

従来より、田においては2.905円負担減、畑(園)にお

いては0.967円負担減となった。

地租収入は台湾総督府歳入の中でどれくらいの率を占

め、その増減傾向はどのようなものであったかについて

は第4表の通りである(ll)。

第4表より、明治37年(1904)には地租が195万

5770円であったが、 38年(1905)には297万5735円と

なり、台湾総督府の当初の目標であった200万円増収は

達成され、さらに同年より国庫補助を辞退し、台湾財政

は独立した(12)。

〔4〕小作慣行改善事業

大正9年(1920)より農業基本調査が行われ、小作慣

行が農業の発達を阻害している点が多いと言われた(13)。

台湾の小作慣行は①小作契約が口頭契約が多く、書式

契約が少ない、 ②小作契約期間に定めが無いものが多く、

また定めがあっても期間が短く中途解約できる、 ③水田

両期作において一期作に対する小作料納入の割合が二期

作に較べて高く、台中州では第一期作:第二期作-7 :

3、台南州では6 : 4となっている、 ④贈小作の小作料

は金納前納が多い、 ⑤小作料代金納の場合は地主のみで

換算価格を決定することが多い、 ⑥小作料の品質に定め

がなく小作争議になりやすい、 ⑦鉄租(定額地代)が多

く、凶作の場合、小作人を経済的に窮迫させ、小作人逃

亡の原因となっている。 ⑧地主が簡単に小作料を引き上

げる、 ⑨碩地銀が多額であり、その利子を小作人に返還

しない、 ⑲地主と小作人問に介在する個頑(二路地主)

が多く、耕地の転貸がさかんである、 ⑪定頭金(契約金)

の負担がある、 ⑫小作人住居である田寮が付いている田

地があるが、地主の束縛を受ける、 ⑬小作料の受け渡し

場所が小作人の家で行われ、保管中の減少、損失は全て

小作人の負担になっているという指摘があった。(14)

③に関しては大正11年(1922)以降の蓬莱米(ジャ

ポニカ米)の栽培、日本内地への移出に原因があると言

われ(15-、 ⑦に関しては「本島の水田小作料率は収穫高に

対して大体五割に当たっている」。これに対して内地に

おいては「大正元年の水田一、二毛作の平均が55.3%

から大正10年は53.1%に低下し、昭和11年頃には・-・

47i 」となり、台湾は内地よりも小作料が高率と言わ

れる(16)。

さらに大正14年から各地で農民組合が陪成され、農

民運動、小作争議が頻発したために(17)、台湾総督府は小

作慣行改善、地主・小作人間の調停機関の設置に乗りだ

した。

小作人調停機関として台湾総督府殖産局、州農会の管

轄下、郡・街庄各々に業個会並びに興農侶和会を設置し、

地主・小作人問の対立を調停した。さらに小作慣行改善

事業として、書式契約を推進し、契約期間は5、 6年以

上とする。契約期間満子前に当事者の一方より解約を申

し込まない時には契約を更新する。中途解約をなす場合

は相手方に賠償をなすべきこと。凶作の場合は当事者の

協議により小作料の減免を行なう。正当な事由なくして

小作料を滞納し、又は土地を荒廃する場合は解約をなし

得ること。転貸、地形変更その他地力に影響を及ぼす如

き事項は全ては地主の承認を要すること。契約履行に関

し、紛争を生じた場合は業個会など小作慣行改善B]体の

調停を受けるという方針がだされ、実施にうつされた(18)。

さらに農事改良助成・奨励として耕地防風林設置、深耕、

緑肥栽培、堆肥舎建設等が推進された(19)。

以上の小作慣行改善事業の成果は書式契約の締結が昭

和12年(1937)段階に74.19%に進み、所期の目的は

達成されたが、農事改良助成・奨励策の一環として地主

側の措置である「愛佃施設」の普及は昭和8年(1933)

段階で普及率0.5%で充分に進んでおらず(20)、昭和12

年以降の産業組合の普及に待たねばならなかった(21)。

Ⅱ農業生産力

〔1〕土地面積

第5表、第12表、第13表をもとに耕作地増加傾向を

4期に区分できると考えられる。

第1期は1898年から1904年まである。台湾全上、水

田、皐田ともに減少、急増の傾向をとるが、総体として

は台湾全土が40万1839.8公頃(ha)から62万5298.8

公頃(156%)、水田が23万6212.4公頃から30.3196.3

公頃(128%)、皐田が16万5627.4公頃から32万

2102.5公頃(194%)となり、増加傾向にある。そして、

この時期は台湾全土中、水田割合が早田割合よりも高い。

さらに、水田はほぼ在来米(インディカ米)であり、ま

た早田中に甘庶園が占める割合は低く、在来米画し、の農

業生産発展期であった。

第2期は1904から18年までである。台湾全土は62

万5298.8公頃から73万2254.9 (117%)、水田は30万

3196.3公頃から34万1479.1公墳(113%)、早田は32

万2102.5公頃から39万775.8公頃(121%)であり、

早田中、甘庶園は2万1594公頃から15万450公頃

(697%)となり、早田中に占めるH一庶園の割合は7%か

ら38.5%と急増している。この時期は甘庶園増加、砂

糖生産上昇時期であった。

第3期は1918年から1931年までである。台湾全土は

73万2254.9公頃から81万0277.1公頃(111%)、水田

は34万1479.1公頃から39万8708.6公頃(117%)、宇

田は39万775.8公頃から41万2568.5公頃(106%)で

ある。同時期、全土中に占める早口の割合は水田よりも
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高い。しかし、甘庶園は15万450公頃から9万9094公

頃(66%)であり、早田中に甘庶園の占める割合も38.

5%から22.4%に減少している。逆に蓬莱米(ジャポニ

カ米)の生産が開始し、 1918年の0公頃から9万2512

公頃となり、水田中に占める蓬莱米田の割合も0%から

22.6%に増加している。

よって、この時期は宇田生産中心ではあるが、甘煮生

産が減少し、蓬莱米生産の開始、増加時期であった。

第4期は1931年から45年までである。但し、統計が

揃っているのは1943年までであるので、 1931年から43

年までの計算を行う。台湾全土は81万277.1公頃から

83万8767.7公頃(104%)、水田は39万8708.6公頃か

ら51万8781.8公頃(130%)、早田は41万1568.5公頃

から31万9985.9公頃(78%)であり、水田面積の上昇、

早田面積の減少、さらに全土に占める水田の割合が皐田

を上回り、およそ6 : 4の比率になっていた。この時期、

蓬莱米田は9万2512公頃から21万6430公頃(234%)

に増加し、しかも水田中で蓬莱米田の占める割合は22.6

%から61.6%に上昇していた。一方、甘庶園は9万

9094公頃から16万1299公墳(163%)と上昇し、皐田

中甘庶園の占める割合も24.1%から48.9%に上昇して

いた。

従って、同時期は蓬莱米、甘芹増加時期であり、ほぼ、

両作物が全上中5割近くしめていた。

従来、日本統治時代台湾農業の特徴は蓬莱米と廿芹と

の米糖相魁といわれ(15)、この両作物生産が矛盾するもの

ととらえられてきた。しかし、それは1918年から31年

までの第3期に少しその傾向が見られるだけであり、さ

らに同時期の甘庶園が15万450公頃から9万9094公頃

に5万1356公墳減少し、蓬莱米田は0公頃から9万

2512公頃へ増加したが、甘庶園の減少数よりも蓬莱米

田の増加数が上回り、必ずしも米糖相魁が全面的に展開

したわけではない。しかも、第4期は蓬莱米田、甘庶園

ともに増加しており、米糖の相乗的発展時期であった。

〔2〕生産量・価額

第11表「米の作付面積・収穫高・価額」、第12表

「蓬莱米作付面積・収穫高・価額」、第13表「甘産の作

付面積・収穫高・価額」をもとに「米・廿芹の価額」を

4期に分けて考察する。まず、 「米・甘芹の価額(生産

量全体の価格)」、単位収量の価額(米毎石価額、甘庶毎

千斤価額)、単位面積当たりの収穫量(米毎甲当石数、

甘煮毎甲当庁数)を見たい。

第1期(1898-1904年)については資料不足であり、

充分な検討はできないが、米、即ち在来米の価額が上昇

している。 1902年の米の価額は2023.0万円、毎石価額

7.17円、毎甲収量7,93右という数値のみが見える。

第2期(1904-18年)については、米が1902年の

2,023.0万円から1918年の9,330.6万円(461%)になり、

甘燕は1904年の321.4万円から18年の2,262.7万円

(704%)に各々上昇している。価額的には在来米、甘煮

ともに上昇時期であった。

単位収量価額は米が1902年毎石7.17円から1918年

の20.14円(281%)、甘芹が毎斤1904年の2.99円から

1918年の3.32円(111%)であり、在来米、甘庶とも

に単位収量価額は上昇しているが、在来米が特に顕著で

あった。

単位面積収墨は米が1902年の7.93石から1918年の

9.30着(117%)、甘芹が1904年の50,000斤から1918

年45,000斤(90%)であり、在来米の上昇、廿燕の高

下しつつも、やや減少という傾向が見える。

この時期、価額は在来米、甘煮の上昇、単位収量価額

は在来米、廿庶ともに上昇傾向であるが、在来米が顕著、

単位面積収量は在来米上昇、甘庶漸減傾向であった。

第3期(1918-31年)については米の乱高下、廿庶

は少々高下するが全般的に上昇し、蓬莱米の出現、価額

の停滞が見られる。数値的に見ると、米は9,330.6万円

から8,518.7万円(91%)、廿芹は2,262.7万円から

5,654.9万円(250%)、蓬莱米は1926年の3,748.8万円

から1931年の2,596.5万円(69%)であり、甘庶価額

の上昇傾向、米価額の下落傾向が明らかである。米価額

の中で蓬莱米が占める割合は1926年の26.0%から1931

年の30.5%という数値が出ており、この時期に既に価

額面で蓬莱米は重要な位置を占めていた。

単位収量価額は米が20.14円から11.39円(57%)、

蓬莱米が1926年の28.68円から31年の13.60円(47%)、

甘産が3.32円示ら5.17円(151%)で米、蓬莱米の下

落、甘煮の上昇傾向である。

単位面積収量は米が9.30石から11.45石(123%)、

蓬莱米が1926年の10.60石から31年の12.95右(122

%)、甘燕が45,000斤から110,000斤(244%)であり、

米、蓬莱米、甘庶ともに上昇傾向であるが、甘燕の上昇

が著しく、これはジャワ大望種の導入によるものと考え

られる。

この時期の価額は米価の乱高下、総体的下落。蓬莱米

が出現し、価額は停滞するものの米全体中に重要な位置

を既に占めていたo廿庶価額は少々高下するものの、全

体的に上昇傾向であった。単位収量価額は米、蓬莱米と

もにfr落、甘庶の上昇であったO単位面積収量は米、蓬

莱米、廿庶ともに上昇するが、特に甘燕の上昇が著しい。

第4期(1931-45年)については米価額の上昇、蓬

莱米価額のと昇、 tf庶価額は1931年から33年まで減少

するが、 34年から上昇という傾向が見られる。数値的

に見ると、統計的には1931年から42年までの数値しか

なくこの期問の価額を検討する。米価額は8,518.7万円

から24,807.7万円(291%)、蓬莱米価額は2,596.5万円

から16,850.3万円(649%)、甘庶価額5,654.9万円から

24



日本統治時代台湾の土地制度と農業生産力

12,340.6万円(218%)と見え、米全体、蓬莱米、甘庶

ともに上昇するが、蓬莱米価額の上昇が際だっている。

米価額中に占める蓬莱米の割合は1931年の30.5%から

1942年の67.9%という数値が出ており、大凡米価額中

で蓬莱米は半分以上を占める傾向にあった。

単位収量価額は米が11.39円から30.5円(266%)、

蓬莱米が13.60円から31.32円(230%)、甘芹が5.17円

から7.22円(140%)であり、米、蓬莱米、甘煮ともに

上昇傾向であるが米、蓬莱米の上昇度が顕著であり、米

全体と蓬莱米を比較すると、総体的に蓬莱米の単位収量

価額は高い。

単位面積収量は米が11.45石から12.90石(112%)、

蓬莱米が12.95石から13.74石(106%)、甘虎が110,000

斤から105,000斤(95%)であり、米、蓬莱米の上昇、

甘庶の停滞であった。さらに、米全体と較べて蓬莱米の

数値が高かった。

この時期は価額は米上昇、蓬莱米の際だった上昇、甘

庶は一時、減少するものの総体的には上昇傾向であた。

単位収量価額は米、蓬莱米の上昇が顕著で、数値的には

蓬莱米が米より高い。甘燕も上昇傾向である。単位面積

収量は米、蓬莱米の上昇、数値的には蓬莱米の方が高い。

廿燕の停滞傾向であった。

〔3〕各戸当生産量・価額

第7表「農業戸数」と第11表「米の作付面積・収穫

高・価額」、第13表「甘煮の作付面積・収穫高・価額」

にもとづき、各戸の平均収量、平均収入を計算してみる。

第1期(1898-1904)は各戸米収量が1902年の7.71石、

甘煮が1904年の2,917.74斤であり、各戸米価額が1902

年の55.31円、甘庶価額が1904年の8.72円であった。

第2期(1904-18)については戸数統計が1922年の

ものしかなく、同年の戸数統計と各戸平均米・甘庶収量

及び米・甘庶価額を計算する。

各戸米収量が1902年の7.71石から1922年14.14石

(183%)、甘煮が1904年の2,917.74斤から1922年の

17,527.23斤(601%)であった。米・甘煮ともに増加し

たが、甘産の増加が著しい。

また、各戸米価額は1902年の55.31円から1922年の

209.12円(378%)、甘煮価額は1904年の8.72円から

1922年の95.52円(1095%)であった。こちらも米、

甘庶ともに上昇であるが甘煮が著しい。

第3期(1918-31年)は、各戸米収責は1922年の

14.14石から31年の18.03石(128%)、甘芹が1922年

の17,527.23斤から31年の26,381.60斤(151%)であっ

た。米・廿庶ともに増加である。

また、各戸米価額が1922年の209.12円から31年の

205.34円(98%)、甘庶が1922年の95.52円から31年

の136.31円(143%)であり、各戸米価額停滞、甘煮価

額上昇であった。

第4期(1931-45年)は、各戸米収量は1931年の

18.03石から42年の18.12石(100%)、甘煮が1931年

の26,381.60斤から42年の37,755.10斤(143%)であ

り、米の停滞、甘蕪の増加であった。

また、各戸米価額が1931年の205.34円から42年の

548.28円(267%)、甘蕪が1931年の136.30円から42

年の272.74円(200%)であり、米・甘庶ともに上昇で

あった。

〔4〕米・甘蕪の内地移入

第9表「台湾・内地・朝鮮の米穀収呈高比較」、第10

表「台湾における甘庶作付面積・収穫高・輸出高」、第

4図「台湾・内地・朝鮮の米穀収量高比較」より、台湾

から内地への移出傾向を見てみよう。但し、内地への移

出米の大半は蓬莱米が占めていた(Z31。

第1期(1898-1904)については米に関する資料はな

い。甘庶は1902年の7,625.7万斤であった。

第2期(1904-18)は、米が1918年の14石、 tI芹が

1902年の7,625.7万斤から18年の51,035.9万斤

(669%)であり、甘庶の増加が顕著である。

第3期(1918-31)は、米が1918年の14石から31

年の55石(393%)であるが、 1920年から27年は140

-30,396石の平均50,988石(1918年と較べると

364,200%)という時期があった。甘芹が1918年の

51,035.9万斤から1930年の124,592.3万斤(244%)で

全体的に増加時期であった。

第4期(1931-45年)は米が斤量計算となっている。

米は1932年の62.75万斤から39年の2,223.1561万斤

(3,543%)の飛躍的増加時期であり、甘煮は1930年の

124,592.3万斤から39年の218,716.3万斤(176%)とい

う発展時期であった。

おわリに

台湾の土地制度は清代、大租戸一小租戸一個人の-田

両主制であった。清末光緒11年(1885)に台湾巡撫劉

銘伝によって「減四留六」の法により、小租戸を納税義

務者と定めたが、充分な効果を収めなかった。日本統治

初期の1899-1905年に大租戸に補償金を与え、大租権

を剥奪し、小租戸を地主・納税義務者、佃人を小作人と

する地租改正が行われ、小租戸の地租負担は清代より軽

減するとともに、台湾総督府の地租収入が増え、 1905

年には台湾財政は独立した。大正未から昭和12年

(1937)にかけて小作慣行改善事業として業佃会・興農

侶和全を設け、地主・小作人間紛争の調停、書式契約推

進、近代的地主・小作人関係の設定、農事改良事業が推

進された。農事改良事業については1937年以後、産業

組合に受け継がれた。

日本統治時代の農業生産力についてはまず土地面積の

統計に基づき、水田、早田の面積・比率から4期に区分
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松田吉郎

第5表歴年耕地面積(『台湾省五十一年来統計提要』台湾省行政長官公署統計室、 1946年12月、 516- 17貢、単位:公頃(ha) )

年 代

総 計 水 田

指 数

早 田

全 省 総

面 積 中 の

耕 地 面 積

割 合 (% )

耕 地 面 積

中 の 割 合

指 数 指 数
-k m

r o >

早 田

( % )

1 8 9 8 4 0 1 ,8 3 9 .8 1 0 0 2 3 6 ,2 1 2 .4 1 0 0 16 5 ,6 2 7 .4 10 0 l l .2 5 8 .8 4 1 .2

1 8 9 9 3 5 2 ,3 6 2 .4 8 8 2 0 5 ,5 7 3 .5 8 7 14 6 ,78 8 .9 8 9 9 .8 5 8 .3 4 1 .7

'fi
1 9 0 0 3 4 7 ,4 0 8 .5 8 6 1 9 4 ,6 5 6 .4 8 2 15 2 ,75 2 .1 9 2 9 .7 5 6 .0 4 4 .0

- 1 9 0 1 3 75 ,9 0 9 .4 9 4 2 0 6 ,7 5 2 .9 8 8 16 9 ,15 6 .5 10 2 1 0 .5 5 5 .0 4 5 .0

期 1 9 0 2 4 3 7 ,4 6 5 .3 1 0 9 2 4 5 ,3 8 8 .6 1 0 1 19 2 ,0 76 .7 1 16 1 2 .2 5 6 .1 4 3 .9

1 9 0 3 5 3 4 ,1 5 6 .8 1 3 3 2 78 ,1 9 0 .0 1 1 8 2 5 5 ,9 6 6 .8 15 5 1 4 .9 5 2 .1 4 7 .9

1 9 0 4 6 25 ,2 9 8 .8 1 5 6 3 0 3 ,1 9 6 .3 1 2 8 3 2 2 ,10 2 .5 19 4 1 7 .4 4 8 .5 5 1 .5

蝣'ft

1 9 0 5 6 24 ,5 0 0 .8 1 5 5 3 0 4 ,2 0 7 .5 1 2 9 3 19 ,5 9 3 .3 19 3 1 7 .4 4 8 .8 5 1 .2

1 9 0 6 6 33 ,6 4 7 .3 1 5 8 3 0 9 ,6 1 5 .4 1 3 1 3 2 4 ,0 3 1 .9 19 6 1 7 .6 4 8 .9 5 1 .1

1 9 0 7 6 54 ,2 3 2 .4 1 6 3 3 18 ,6 5 7 .7 1 3 5 3 3 5 ,5 74 .7 2 0 3 1 8 .2 4 8 .7 5 1 .3

1 9 0 8 6 50 ,2 3 8 .3 1 6 2 3 2 2 ,7 9 9 .8 1 3 7 3 2 7 ,4 3 8 .5 1 9 8 1 8 .1 4 9 .6 5 0 .4

1 9 0 9 6 6 1 ,9 4 9 .3 1 6 5 3 2 7 ,6 1 9 .9 1 3 9 3 3 4 ,3 2 9 .4 2 0 2 1 8 .4 4 9 .5 5 0 .5

1 9 1 0 6 74 ,0 9 9 .6 1 6 8 3 3 2 ,3 7 1 .9 14 1 3 4 1 ,72 7 .7 2 0 6 1 8 .7 4 9 .3 5 0 .7

1 9 11 6 8 7 ,1 8 7 .1 1 7 1 3 3 4 ,9 2 8 .1 14 2 3 5 2 ,2 5 9 .0 2 1 3 1 9 .1 4 8 .7 5 1 .3

期

1 9 12 6 8 9 ,8 8 6 .3 1 7 2 3 3 5 ,9 5 5 .1 14 2 3 5 3 ,9 3 1 .2 2 1 4 1 9 .2 4 8 .7 5 1 .3

1 9 13 6 9 1 ,0 3 2 .2 1 7 2 3 3 7 ,6 0 9 .7 14 3 3 5 3 ,4 2 2 .5 2 1 3 1 9 .2 4 8 .9 5 1 .1

1 9 14 6 9 3 ,1 7 3 .2 1 7 3 3 3 9 ,5 9 3 .6 14 4 3 5 3 ,5 79 .6 2 1 3 1 9 .3 4 9 .0 5 1 .0

1 9 15 7 0 0 ,0 7 9 .9 1 7 4 3 13 ,0 8 7 .4 1 3 3 3 5 6 ,9 9 2 .5 2 1 6 1 9 .5 4 9 .0 5 1 .0

1 9 16 7 1 6 ,2 0 5 .3 17 8 3 4 7 ,8 7 9 .1 M i 3 6 8 ,3 2 6 .2 0 0 *1 1 9 .9 4 8 .6 5 1 .4

1 9 17 7 2 0 ,6 3 6 .5 1 7 9 3 20 ,5 2 7 .8 1 3 6 4 0 0 ,10 8 .7 2 4 2 2 0 .0 4 4 .5 5 5 .5

1 9 18 7 3 2 ,2 5 4 .9 1 8 2 3 4 1 ,4 7 9 .1 14 5 3 9 0 ,7 75 .8 2 3 6 2 0 .4 4 6 .6 5 3 .4

J5=′r

1 9 19 7 3 7 ,9 2 3 .2 1 8 4 3 4 5 ,1 0 1 .1 14 6 3 9 2 ,8 2 2 .1 2 3 7 2 0 .5 4 6 .8 5 3 .2

1 9 2 0 74 9 ,4 1 9 .1 1 8 6 3 6 7 ,1 7 7 .2 1 5 5 3 8 2 ,2 4 1 .9 2 3 1 2 0 .8 4 9 .0 5 1 .0

1 9 2 1 7 5 2 ,8 0 5 .2 1 8 7 3 6 4 ,1 4 7 .6 1 5 4 3 8 8 ,6 5 7 .6 2 3 5 2 0 .9 8 .4 5 1 .6

1 9 2 2 7 5 0 ,5 4 0 .1 1 8 7 3 6 5 ,0 0 2 .1 1 5 5 3 8 5 ,5 3 8 .0 2 3 3 2 0 .9 4 8 .6 5 1 .4

罪

期

第

四

期

1 9 2 3 7 5 2 ,0 7 5 .8 1 8 7 3 6 5 ,4 3 3 .6 1 5 5 3 8 6 ,6 4 2 .2 2 3 3 2 0 .9 8 .6 5 1 .4

1 9 2 4 7 6 1 ,8 0 0 .4 1 9 0 3 6 8 ,6 4 2 .6 1 5 6 3 9 3 ,15 7 .8 2 3 7 2 1 .2 4 8 .4 5 1 .6

1 9 2 5 7 7 5 ,4 6 7 .7 1 9 3 3 73 ,6 2 8 .6 1 5 8 4 0 1 ,8 3 9 .1 2 4 3 2 1 .5 4 8 .2 5 1 .8

1 9 2 6 7 9 0 ,0 4 4 .2 1 9 7 3 8 2 ,0 9 3 .5 1 6 2 4 0 7 ,9 5 0 .7 2 4 6 2 2 .0 4 8 .4 5 1 .6

1 9 2 7 7 9 7 ,1 5 1 .4 1 9 8 3 8 7 ,1 4 4 .6 1 6 4 4 10 ,0 0 6 .8 2 4 8 2 2 .2 4 8 .6 5 1 .4

1 9 2 8 8 0 6 ,7 5 4 .2 2 0 1 3 9 1 ,7 1 3 .8 1 6 6 4 15 ,0 4 0 .4 2 5 1 2 2 .4 4 8 .6 5 1 .4

1 9 2 9 8 0 5 ,0 4 3 .5 2 0 0 3 9 3 ,8 1 7 .2 1 6 7 4 1 1 ,2 26 .3 2 4 8 2 2 .4 4 8 .9 5 1 .1

1 9 3 0 8 1 2 ,1 1 6 .4 2 0 2 3 9 6 ,6 7 0 .1 1 6 8 4 15 ,4 4 6 .3 2 5 1 2 2 .6 4 8 .8 5 1 .2

1 9 3 1 8 10 ,2 7 7 .1 2 0 2 3 9 8 ,7 0 8 .6 1 6 9 4 1 1 ,56 8 .5 2 4 8 2 2 .5 4 9 .2 5 0 .8

1 9 3 2 8 14 ,4 7 0 .9 2 0 3 4 26 ,2 4 6 .4 1 8 0 3 8 8 ,2 24 .5 2 3 4 2 2 .6 5 2 .3 4 7 .7

1 9 3 3 8 20 ,0 4 7 .2 2 0 1 4 3 6 ,9 3 4 .0 1& > 3 8 3 ,1 1 3 .2 2 3 1 2 2 .8 5 3 .3 4 6 .7

1 9 3 4 8 25 ,7 2 6 .2 2 0 5 4 4 8 ,9 8 9 .9 1 9 0 3 76 ,7 3 6 .3 22 7 2 3 .0 5 4 .4 4 5 .6

1 9 3 5 8 3 1 ,0 0 3 .1 2 0 7 4 78 ,6 8 9 .3 2 0 3 3 5 2 ,3 1 3 .8 2 1 3 2 3 .1 5 7 .6 4 2 .4

1 9 3 6 8 4 6 ,0 2 0 .6 2 1 1 5 1 7 ,7 7 1 .2 2 1 9 3 28 ,24 9 .4 19 8 2 3 .5 6 1 .2 3 8 .8

1 9 3 7 8 5 6 ,6 8 8 .5 2 1 3 5 2 8 ,0 6 0 .7 2 2 4 3 28 ,6 2 7 .8 19 8 2 3 .8 6 1 .6 3 8 .4

1 9 3 8 8 5 7 ,8 0 6 .3 2 1 3 5 2 6 ,8 2 8 .7 2 2 3 3 3 0 ,9 7 7 .6 20 0 2 3 .9 6 1 .4 3 8 .6

1 9 3 9 8 5 9 ,5 6 7 .7 2 14 5 3 0 ,1 1 0 .4 2 2 4 3 29 ,4 5 7 .3 19 9 2 3 .9 6 1 .7 3 8 .3

1 9 4 0 8 6 0 ,4 5 6 .3 2 1 4 5 2 9 ,6 2 0 .8 2 2 4 3 3 0 ,8 3 5 .5 20 0 2 3 .9 6 1 .6 3 8 .4

1 9 4 1 8 5 9 ,4 6 3 .4 2 1 4 5 2 7 ,9 9 2 .1 2 2 4 3 3 1 ,4 7 1 .3 20 0 2 3 .9 6 1 .4 3 8 .6

1 9 4 2 8 5 4 ,4 7 9 .2 2 1 3 5 2 4 ,5 4 3 .7 2 2 2 3 29 ,9 3 5 .5 1 9 9 2 3 .8 6 1 .4 3 8 .6

1 9 4 3 8 3 8 ,7 6 7 .7 2 0 9 5 18 ,7 8 1 .8 2 2 0 3 19 ,9 8 5 .9 1 9 3 2 3 .3 6 1 .9 3 8 .1

1 9 4 4 3 ,1 1 5 .2 2 0 1 5 0 1 ,3 6 4 .3 2 1 2 3 0 6 ,7 5 0 .9 1 8 5 2 2 .5 6 2 .0 3 8 .0

1 9 4 5 8 16 ,0 1 6 .7 2 0 3 5 0 4 ,7 0 9 .3 2 1 4 3 1 1 ,3 0 7 .4 1 8 8 2 2 .5 6 1 .9 3 8 .1
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第6表台湾歴年戸口数(1650年1896年の統計は台湾省文献委員全編『台湾省通誌』く1972年)巻2、人民志、人口編、 57頁、

1905-43年の統計は『台湾省五十一年来統計提要』 75-77頁による)

年 代 全 省 戸 数 同 口 数 本 省 人 戸 数 同 口 数 其 他 戸 数 同 口 数

1 6 5 0

1 6 8 0

1 8 11

1 8 9 3

1 8 9 6

1 9 0 5

8 6 7 ,9 7 7

5 0 ,0 0 0

1 2 0 ,0 0 0

1 ,94 5 ,0 0 0

2 ,5 4 6 ,0 0 0

2 ,5 7 7 ,0 0 0

3 ,1 2 3 ,3 0 2

7 8 4 ,9 3 8

3 ,0 5 5 ,4 6 1

8 3 ,0 3 9

6 7 ,8 4 1

1 9 0 6 3 ,1 5 6 ,7 0 6 3 ,0 7 5 ,3 7 5 8 1 ,3 3 1

1 9 0 7 3 ,18 6 ,3 7 3 3 ,0 9 7 ,0 5 2 8 9 ,3 2 1

1 9 0 8 3 ,2 1 3 ,9 9 6 3 ,1 18 ,5 1 6 9 5 ,4 8 0

1 9 0 9 3 ,24 9 ,7 9 3 3 ,14 6 ,5 0 5 1 0 3 ,2 8 8

1 9 10 3 ,2 9 9 ,4 9 3 3 ,1 8 6 ,6 0 5 1 1 2 ,8 8 8

1 9 11 3 ,3 6 9 ,2 7 0 3 ,24 3 ,1 7 8 1 2 6 ,0 9 2

1 9 1 2 3 ,4 3 5 ,1 7 0 3 ,29 4 ,4 4 8 1 4 0 ,7 2 2

1 9 1 3 3 ,50 2 ,1 7 3 3 ,3 4 9 ,0 7 2 1 5 3 ,10 1

1 9 1 4 3 ,5 5 4 ,3 5 3 3 ,3 9 2 ,9 3 6 1 6 1 ,4 1 7

1 9 15 3 ,5 6 9 ,8 4 2 3 ,4 14 ,3 8 8 1 5 5 ,4 54

1 9 1 6 3 ,5 9 6 ,10 9 3 ,4 35 ,0 3 4 1 6 1 ,0 7 5

1 9 1 7 3 ,64 6 ,5 2 9 3 ,4 8 2 ,0 8 4 1 6 4 ,4 4 5

1 9 1 8 3 ,66 9 ,6 8 7 3 ,4 9 9 ,7 0 6 1 6 9 ,9 8 1

1 9 1 9 3 ,7 14 ,8 9 9 3 ,5 3 8 ,6 8 1 1 7 6 ,2 18

1 9 2 0 3 ,7 5 7 ,8 3 ,5 6 6 ,3 8 1 1 9 1 ,4 5 7

1 9 2 1 3 ,8 3 5 ,8 1 1 3 ,6 3 2 ,6 4 7 2 0 3 ,16 4

1 9 2 2 3 ,9 0 4 ,6 9 2 3 ,6 9 7 ,3 7 1 2 0 7 ,3 2 1

1 9 2 3 3 ,9 7 6 ,0 9 8 3 ,76 3 ,5 4 8 2 1 2 ,5 5 0

1 9 2 4 4 ,0 4 1 ,7 0 2 3 ,8 2 7 ,1 1 2 2 1 4 ,59 0

1 9 2 5 4 ,14 7 ,4 6 2 3 ,9 24 ,5 7 4 0 0 0 Q Q QZ Z Z .O OO

1 9 2 6 4 ,24 1 ,7 5 9 4 ,0 10 ,4 8 5 2 3 1 ,2 74

1 9 2 7 4 ,3 3 7 ,0 0 0 4 ,0 96 ,0 5 7 2 4 0 ,9 4 3

1 9 2 8 4 ,4 3 8 ,0 8 4 4 ,18 6 ,5 1 8 2 5 1 ,5 6 6

1 9 2 9 4 ,54 8 ,7 5 0 4 ,2 84 ,9 0 2 2 6 3 ,8 4 8

1 9 3 0 4 ,6 7 9 ,0 6 6 4 ,4 00 ,0 7 6 2 7 8 ,9 9 0

1 9 3 1 4 ,8 0 3 ,9 7 6 4 ,5 14 ,8 2 0 2 8 9 ,1 56

1 9 3 2 4 ,9 2 9 ,9 6 2 4 ,6 39 ,2 2 6 2 9 0 ,7 3 6

1 9 3 3 8 8 5 ,4 7 3 5 ,0 6 0 ,5 0 7 7 9 9 ,8 5 2 4 ,7 59 ,1 9 7 8 5 ,6 2 1 3 0 1 ,3 10

1 9 3 4 9 0 5 ,5 1 9 5 ,19 4 ,9 8 0 8 1 6 ,2 2 3 4 ,8 8 2 ,2 8 8 3,2 9 1 3 1 2 ,6 9 2

1 9 3 5 9 2 4 ,6 6 9 5 ,3 1 5 ,6 4 2 8 3 2 ,0 0 3 4 ,9 9 0 ,1 3 1 9 2 ,6 6 6 3 2 5 ,5 1 1

1 9 3 6 9 4 5 ,1 15 5 ,4 5 1 ,8 6 3 8 4 8 ,2 16 5 ,1 08 ,9 1 4 9 6 ,8 9 9 3 4 2 ,9 4 9

1 9 3 7 9 6 8 ,5 19 5 ,6 0 9 ,0 4 2 8 6 9 ,2 10 5 ,2 6 1 ,4 0 4 9 9 ,3 0 9 3 4 7 ,6 3 8

1 9 3 8 9 8 7 ,3 7 4 5 ,7 4 6 ,9 5 9 8 8 6 ,3 7 4 5 ,3 9 2 ,8 0 6 1 0 1 ,0 0 0 3 5 4 ,15 3

1 9 3 9 1 ,0 0 7 ,6 2 4 5 ,8 9 5 ,8 6 4 9 0 2 ,0 6 6 5 ,5 24 ,9 9 0 1 0 5 ,5 5 8 3 7 0 ,8 74

1 9 4 0 1 ,0 3 8 ,8 8 3 6 ,0 7 7 ,4 7 8 9 2 8 ,8 14 5 ,6 8 2 ,2 3 3 1 1 0 ,0 6 9 3 9 5 ,2 4 5

1 9 4 1 1 ,0 7 5 ,4 9 8 6 ,2 4 9 ,4 6 8 9 5 8 ,9 4 8 5 ,8 3 2 ,6 8 2 1 1 6 ,5 5 0 4 1 6 ,78 6

1 9 4 2 1 ,1 1 9 ,9 5 5 6 ,4 2 7 ,9 3 2 9 9 7 ,2 5 1 5 ,98 9 ,8 8 8 1 2 2 ,7 0 4 4 3 8 ,0 4 4

1 9 4 3 1 ,1 6 1 ,4 6 5 6 ,5 8 5 ,8 4 1 1 ,0 3 4 ,8 6 1 6 ,13 3 ,8 6 7 1 2 6 ,6 0 4 4 5 1 ,9 74
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第7表農業戸数(『台湾省五十一年来統計提要』 513- 14貢)

年 代 合 計 (戸 ) ( % ) 自 耕 (戸 ) (% ) 半 白 耕 (戸 ) ( % ) 個 農 (戸 ) (% )

18 9 8

18 9 9

19 0 0

19 0 1

1 9 0 2

1 9 0 3

1 9 0 4

1 9 0 5

1 9 0 6

1 9 0 7

1 9 0 8

1 9 0 9

1 9 2 2

3 8 8 ,4 2 9

3 80 ,6 0 8

3 8 6 ,1 3 0

3 6 1 ,8 1 4

3 65 ,7 4 2

3 8 3 ,1 3 7

3 6 8 ,4 2 7

3 5 9 ,6 3 6

3 6 1 ,5 5 6

3 6 6 ,34 3

3 7 0 ,8 0 6

3 6 4 ,2 8 2

3 8 5 ,2 7 7

1 0 0 .0

1 0 0 .0

1 0 0 .0

1 0 0 .0

1 0 0 .0

1 0 0 .0

1 0 0 .0

1 0 0 .0

1 0 0 .0

1 0 0 .0

1 0 0 .0

1 0 0 .0

1 0 0 .0 1 1 6 ,7 0 0 30 ▼3 1 1 1′5 1 2 2 8′9 15 7′0 6 5 4 0 .8

1 9 2 3 3 8 8 ,4 9 2 10 0 .0 1 13 ,2 9 8 29 .2 1 1 5 ,9 9 8 2 9 .9 15 9 ,1 9 6 4 1 .0

1 9 2 4 3 9 0 ,22 4 10 0 .0 1 14 ,3 2 9 29 .3 1 1 6 ,0 9 9 2 9 .8 15 9 ,7 9 6 4 0 .9

1 9 2 5 3 9 3 ,7 7 7 10 0 .0 1 14 ,2 9 1 29 .0 1 1 8 ,4 8 8 3 0 .1 16 0 ,9 9 8 4 0 .9

1 9 2 6 3 9 5′8 18 10 0 .0 1 14 ′5 9 9 29 .0 1 1 9 ,3 2 2 3 0 .1 16 1′8 9 7 4 0 .9

19 2 7 3 9 8 ,9 0 3 10 0 .0 1 1 6 ,8 9 5 2 9 .3 1 2 2 ,0 3 1 3 0 .6 1 5 9 ,9 7 7 4 0 .1

19 28 4 0 5 ,4 8 3 10 0 .0 1 1 8 ,28 0 2 9 .2 1 2 4 ,5 2 1 3 0 .7 1 6 2 ,6 8 2 4 0 .1

19 29 4 0 7 ,7 4 2 10 0 .0 1 1 8 ,0 9 1 2 9 .0 1 2 5 ,9 0 8 3 0 .9 1 6 3 ,7 4 3 4 0 .2

1 93 0 4 1 1′3 7 7 10 0 .0 1 1 9 ,54 5 2 9 .1 1 2 6 ,4 2 8 3 0 .7 1 6 5 ,4 0 4 4 0 .2

1 9 3 1 4 14 ,8 6 0 1 0 0 .0 1 1 8 ,9 76 8 .7 1 2 7 ,9 4 4 3 0 .8 1 6 7 ,9 4 0 4 0 .5

1 9 3 2 4 04 ,0 0 2 1 0 0 .0 1 3 2 ,23 0 3 2 .7 1 1 9 ,3 3 8 2 9 .5 1 5 2 ,4 34 3 7 .7

1 9 3 3 4 06 ,2 1 3 1 0 0 .0 1 2 9 ,4 3 7 3 1 .9 1 2 1 ,7 3 9 3 0 .0 1 5 5 ,0 3 7 .z

19 3 4 4 1 1 ,9 8 1 1 0 0 .0 1 3 0 ,1 1 7 3 1 .6 1 2 4 ,9 5 7 3 0 .3 1 5 6 ,9 0 7 3 8 .1

1 9 3 5 4 19 ,8 6 5 1 0 0 .0 1 3 2 ,10 8 3 1 .n 1 28 ,3 9 5 3 0 .6 1 5 9 ,3 6 2 8 .0

1 9 3 6 4 28 ,1 5 1 1 0 0 .0 1 3 2 ,2 6 0 3 0 .9 1 34 ,0 7 6 3 1 .3 1 6 1 ,8 1 5 3 7 .8

1 9 3 7 4 2 7 ,3 7 9 1 0 0 .0 1 3 1 ,0 6 5 3 0 .7 1 34 ,7 6 7 3 1 .5 1 6 1 ,5 4 7 3 7 .8

1 9 3 8 4 24 ,5 2 5 1 0 0 .0 1 3 0 ,2 3 0 3 0 .7 1 3 5 ,6 2 0 3 1 .9 1 5 8 ,6 7 5 3 7 .4

1 9 3 9 4 2 8 ,4 9 2 1 0 0 .0 14 0 ,1 2 9 3 2 .7 13 4 ,0 1 3 3 1 .3 1 5 4 ,3 5 0 3 6 .0

1 9 4 0 4 2 9 ,9 3 9 1 0 0 .0 13 7 ,3 9 9 3 2 .0 13 4 ,3 5 5 3 1 .2 1 5 8 ,18 5 3 6 .8

1 9 4 1 4 4 0 ,1 0 5 1 0 0 .0 13 7 ,2 7 4 3 1 .2 13 8 ,0 3 7 3 1 .4 1 6 4 ,7 94 3 7 .4

1 9 4 2 4 5 2 ,4 6 2 1 0 0 .0 13 9 ,8 8 2 3 0 .9 14 1 ,2 6 1 3 1 .2 1 7 1 ,3 19 3 7 .9

1 9 4 3 4 7 0 ,3 74 1 0 0 .0 14 5 ,8 1 0 3 1 .0 14 1 ,8 7 2 3 0 .2 1 8 2 ,6 9 2 3 8 .8

1 9 4 4 4 8 2 ,7 76 1 0 0 .0 14 9 ,6 6 8 3 1 .0 14 4 ,2 3 2 2 9 .9 1 8 8 ,8 76 3 9 .1

1 9 4 5 5 0 0 ,5 69 1 0 0 .0 14 9 ,4 0 0 2 9 .8 14 7 ,4 4 8 2 9 .5 2 0 3 ,7 2 1 4 0 .7
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第8表農業人口数(『台湾省五十一年来統計提要』 513貢)

年 代 合 計 (戸 ) ( % ) 自 耕 (戸 ) ( % ) 半 白耕 (戸 ) (% ) 佃 農 (戸 ) (% )

1 8 9 8

1 8 9 9

1 9 0 0

1 9 0 1

19 0 2

19 0 3

19 04

19 0 5

19 0 6

19 0 7

19 0 8

19 0 9

19 10

19 1 1

19 1 2

1 9 13

1 9 14

1 9 15

1 9 16

1 9 17

1 9 18

1 9 19

1 9 2 0

1 9 2 1

1 ,5 8 7 ,7 5 0

1 ,6 8 1 ,2 2 7

1 ,7 8 3 ,6 6 0

1 ,7 8 6 ,7 4 4

1 ,8 9 6 ,9 3 1

2 ,1 0 5 ,9 6 2

2 ,0 5 9 ,7 9 5

1 ,9 6 1 ,5 5 6

1 ,9 7 8 ,9 0 2

2 ,0 3 0 ,2 2 7

2 ,0 4 4 ,4 9 7

1 ,9 7 3 ,70 5

2 ,0 8 6 ,9 5 5

2 ,1 9 9 ,4 6 8

2 ,2 7 9 ,5 4 1

2 ,2 9 7 ,0 3 5

10 0 .0

10 0 .0

10 0 .0

10 0 .0

10 0 .0

10 0 .0

10 0 .0

1 0 0 .0

1 0 0 .0

1 0 0 .0

1 0 0 .0

1 0 0 .0

1 0 0 .0

1 0 0 .0

1 0 0 .0

1 0 0 .0

1 0 0 .0

7 0 3 ,5 3 7

7 1 1 ,6 4 5

7 1 2 ,4 78

7 3 0 ,2 9 0

3 3 .7

3 2 .4

3 1 .3

3 1 .E

4 9 0 ,7 9 0

5 6 2 ,0 9 9

6 0 1 ,1 8 0

6 4 3 ,0 1 2

6 4 2 ,98 2

2 3 .5

2 5 .6

2 6 .4

2 8 .0

8 9 2 ,6 28

9 2 5 ,7 24

9 6 5 ,8 8 3

9 2 3 ,7 3 3

8 7 5 ,7 4 1

4 2 .8

4 2 .1

4 2 .4

4 0 .2

2 ,2 2 6 ,6 7 7 7 0 7 ,9 5 4 3 1 .6 2 8 .9 3 9 .3

1 9 2 2 2 ,2 2 0 ,3 0 2 1 0 0 .0 6 9 5 ,7 2 9 3 1 .3 6 5 1,6 5 2 2 9 .3 8 7 2 ,9 2 1 3 9 .3

1 9 2 3 2 ,2 6 2 ,8 9 1 10 0 .0 6 8 1 ,0 0 2 30 .1 6 7 9 ,6 6 1 3 0 .0 9 0 2 ,2 2 8 3 9 .9

1 9 2 4 2 ,3 0 5 ,3 2 3 10 0 .0 6 9 3 ,2 1 1 30 .1 6 9 4 ,3 2 5 3 0 .1 9 1 7 ,7 8 7 3 9 .8

1 9 2 5 2 ,3 3 9 ,6 4 7 10 0 .0 6 9 9 ,6 4 5 29 .9 7 0 7 ,8 1 5 3 0 .3 9 3 2 ,1 8 7 3 9 .8

1 9 2 6 2 ,3 7 7 ,0 4 7 10 0 .0 7 0 2 ,2 2 9 29 .5 7 2 6 ,16 2 3 0 .5 9 4 8 ,6 5 6 3 9 .9

1 9 2 7 2 ,4 0 1 ,8 1 6 10 0 .0 7 1 5 ,1 0 5 29 .8 7 4 6 ,25 8 3 1 .1 94 0 ,4 5 3 3 9 .2

1 9 2 8 2 ,4 5 8 ,2 5 9 10 0 .0 7 2 8 ,5 1 7 29 .6 7 6 4 ,6 1 0 3 1 .1 9 6 5 ,1 3 2 3 9 .3

1 9 2 9 2 ,4 8 9 ,2 4 7 10 0 .0 7 2 9 ,8 7 8 29 .3 7 8 1 ,0 4 7 3 1 .4 9 7 8 ,3 2 2 3 9 .3

1 9 3 0 2 ,5 3 4 ,4 0 4 10 0 .0 74 1 ,6 2 7 2 9 .3 7 9 1 ,8 4 9 3 1 .2 1 ,0 0 0 ,9 2 8 3 9 .5

1 9 3 1 2 ,5 8 3 ,3 5 9 10 0 .0 74 6 ,0 3 1 2 8 .9 8 1 0 ,9 8 5 3 1 .4 1 ,0 2 6 ,3 4 3 3 9 .7

1 9 3 2 2 ,5 7 6 ,0 0 3 10 0 .0 8 3 7 ,1 8 8 3 2 .5 7 7 0 .9 6 8 2 9 .9 9 6 7 ,8 4 8 3 7 .6

1 9 3 3 2 ,6 3 8 ,1 4 2 1 0 0 .0 8 3 9 ,1 8 1 3 1 .8 8 0 0 ,0 4 4 3 0 .3 3 ,9 1 7 3 7 .9

1 9 3 4 2 ,7 0 0 ,9 9 0 1 0 0 .0 8 5 0 ,8 7 8 3 1 .5 8 4 2 ,8 2 3 3 1 .2 1 ,0 0 7 ,2 8 9 3 7 .3

1 9 3 5 2 ,7 9 0 ,3 3 1 1 0 0 .0 8 8 1 ,1 4 4 3 1 .6 8 7 5 ,17 1 3 1 .4 1 ,0 3 4 ,0 1 6 3 7 .1

19 3 6 2 ,8 5 4 ,73 3 1 0 0 .0 8 7 5 ,6 2 8 3 0 .7 9 1 7 ,9 8 7 3 2 .2 1 ,0 6 1 ,1 1 8 3 7 .2

19 3 7 2 ,8 8 0 ,4 1 0 1 0 0 .0 8 7 7 ,1 7 1 3 0 .5 9 4 1 ,0 3 8 3 2 .7 1 ,0 6 2 ,2 0 1 3 6 .9

19 3 8 2 ,8 9 6 ,3 9 7 1 0 0 .0 8 7 1 ,84 2 3 0 .1 9 5 5 ,5 7 7 3 3 .0 1 ,0 6 8 ,9 7 8 3 6 .9

19 3 9 2 ,9 2 4 ,78 1 1 0 0 .0 9 2 6 ,5 10 3 1 .7 9 4 3 ,6 6 1 3 2 .3 1 ,0 5 4 ,9 1 0 3 6 .1

19 4 0 2 ,9 8 4 ,2 5 8 1 0 0 .0 9 2 8 ,2 5 1 8 1 .1 9 5 1 ,17 0 3 1 .9 1 ,10 4 ,8 3 7 3 7 .0

19 4 1 3 ,0 6 9 ,S 1 0 0 .0 9 3 2 ,38 8 3 0 .4 9 8 8 ,8 5 8 3 2 .2 1 ,14 8 ,7 4 3 3 7 .4

19 4 2 3 ,1 8 6 ,8 7 0 1 0 0 .0 9 6 1,28 6 3 0 .2 1 ,0 1 7 ,3 8 0 3 1 .9 1 ,2 0 8 ,2 0 4 3 7 .9

1 9 4 3 3 ,2 7 1 ,1 3 1 1 0 0 .0 9 9 7 ,2 26 3 0 .5 1 ,0 0 4 ,7 8 6 3 0 .7 1 ,2 6 9 ,1 19 3 8 .?

1 9 4 4 3 ,3 18 ,2 3 5 1 0 0 .0 1 ,0 0 8 ,1 28 3 0 .4 1 ,0 0 5 ,8 7 1 3 0 .3 1 ,3 0 4 ,2 3 6 3 9 .3

1 9 4 5 3 ,3 6 5 ,6 8 8 1 0 0 .0 1 ,0 1 0 ,4 75 3 0 .0 1 ,0 3 0 ,7 9 4 3 0 .6 1 ,3 2 4 ,4 19 3 9 .4
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第9表台湾・内地・朝鮮の米穀収穫高比較(収穫高・輸出高単位:千石く1石-180リットル) 1932-1942年の輸出高斤く600グラム))

年 代 台 湾
輸 出 高 価 額 内 地 朝 鮮

全 収 穫 高 蓬 莱 米 収 穫 高 %

1 9 0 2

1 9 0 7

1 9 12

19 17

1 9 18

2 ,8 2 1

4 ,5 1 2

4 ,0 4 7

4 ,8 3 4

4 ,79 2

7 0 .13

0 .0 14

5 9 ,1 4 9

5 4 ,5 6 8 1 3 ,6 8 8

19 19 4 ,6 3 0 0 .0 0 6 5 4 ,70 0 1 5 ,2 9 4

19 2 0 4 ,8 9 0 4 .0 7 1 6 0 ,8 1 9 1 2 ,7 0 8

19 2 1 4 ,9 7 6 2 .9 6 5 6 3 ,2 0 9 1 4 ,8 8 2

19 2 2 5 ,4 4 5 3 0 .3 9 6 5 5 ,18 0 1 4 ,3 2 4

19 2 3 4 ,8 6 6 3 9 0 .7 3 4 .6 8 4 6 0 ,6 9 4 1 5 ,0 14

19 2 4 6 ,0 7 7 3 4 7 6 .6 1 1 .0 79 5 5 ,4 4 4 1 5 ,1 7 5

19 2 5 6 ,4 4 3 9 9 3 1 5 .4 1 0 .14 0 5 5 ,17 0 1 3 ,2 19

19 2 6 6 ,2 1 4 1 ,3 0 7 4 2 .15 0 .2 6 8 5 9 ,7 0 4 1 4 ,7 7 3

19 2 7 6 ,8 9 9 1 ,2 6 1 1 8 .2 8 7 .3 77 5 5 ,5 9 3 1 5 ,3 0 1

19 2 8 6 ,79 5 1 ,6 2 4 2 3 .9 0 0 .1 4 7 6 2 ,1 0 3 1 7 ,2 9 9

19 2 9 6 ,4 8 1 1 ,2 9 5 1 9 .9 8 0 .14 0 3 ,3 0 3 1 3 ,5 12

19 3 0 7 ,3 7 1 1 ,8 0 6 2 4 .5 0 0 .0 8 0 59 ,5 5 8 1 3 ,7 0 2

19 3 1 7 ,4 8 0 1 ,9 0 9 2 5 .5 2 0 .0 5 5 6 6 ,8 7 6 1 9 ,1 8 1

19 3 2 S.94 9 2 ,9 4 3 3 2 .8 9 6 2 7 ,5 0 0 55 ,2 1 5 1 5 ,8 7 3

19 3 3 !,36 2 3 ,4 2 6 4 0 .9 7 7 2 1 ,8 16 4 8 ,3 4 2 6 0 ,3 9 0 1 6 ,3 4 6

19 3 4 9 ,0 8 9 4 ,2 8 6 4 7 .16 1 ,2 1 7 ,1 0 0 1 0 9 ,5 6 3 70 ,8 2 9 1 8 ,1 9 3

19 3 5 9 ,1 2 2 4 ,4 9 6 4 9 .2 9 3 2 0 ,6 0 0 3 5 ,3 5 8 5 1 ,8 4 0 1 6 ,7 17

19 3 6 9 ,5 5 8 4 ,6 3 9 4 8 .5 4 6 9 ,0 0 0 7 ,9 5 7 5 7 ,4 5 7 1 7 ,8 8 5

19 3 7 9 ,23 3 4 ,7 8 3 5 1 .8 0 2 0 0 ,4 0 0 26 ,5 5 0 6 7 ,3 4 0 1 9 ,4 11

19 3 8 9 ,8 1 7 5 ,2 7 6 5 3 .7 4 16 ,8 2 9 ,8 0 0 2 月7 6 ,3 1 0

19 3 9

19 4 0

1 9 4 1

1 9 4 2

9 ,1 5 2

7 ,9 0 1

!,3 9 3

8 ,19 8

4 ,7 9 6

4 ,3 0 5

4 ,7 7 1

5 ,3 7 9

5 2 .4 0

54 .4 9

5 6 .8 7

6 5 .6 1

2 2 ,2 3 1 ,5 6 1 3 ,2 1 2 ,8 6 7

(出典:川野重任『台湾米穀経済論』有斐閣、 1941年1月、 108貢第45表と116貢第51表、台湾総督府殖産局『台湾農業年報大

正十一年版』 1923、 11月、 67、 120頁、同『同年報昭和七年版』 1932年12月、 24、25、 26、 27、 124貢、台湾総督府農商局編『同年報

昭和十八年版』台湾農友会、 1944年2月、 16、 17、 20、 21、 134貢より作成)

第10表台湾における甘蕉作付面積・収穫高・輸出高

年 代 作 付 面 積 ( 甲 ) 収 穫 高 (千 斤 ) 千 斤 の 価 額 (円 ) 輸 移 出 量 (千 斤 ) 価 額 ( 円 )

1 9 0 2

1 9 0 4 2 1 ,5 9 4 1 ,0 7 4 ,9 7 5 2 .9 9

7 6 ,2 5 7

9 4 ,3 5 4

4 ,23 1 ,5 7 2

7 ,4 6 9 ,7 5 41 9 0 7 3 0 ,3 9 0 1 ,5 8 3 ,6 4 8 3 .1 6

1 9 1 2 75 ,3 2 9 3 ,1 5 9 ,5 9 9 2 .5 2 2 7 3 ,7 8 4 2 9 ,85 3 ,5 4 0

1 9 1 7 1 2 9 ,6 6 2 8 ,1 1 7 3 .2 0 6 9 8 ,3 7 7 8 4 ,1 2 0 ,4 3 1

1 9 1 8 1 5 0 ,4 5 0 6 ,8 1 7 ,5 3 6 3 .3 2 5 1 0 ,3 5 9 6 0 ,70 8 ,1 11

1 9 1 9 1 2 0 ,4 1 0 5 ,6 3 1 ,3 3 9 3 .9 8 5 2 1 ,2 2 7 3,69 9 ,9 5 4

1 9 2 0 1 0 8 ,3 7 6 4 ,3 8 2 ,5 0 6 6 .0 0 3 8 6 ,8 4 4 1 4 2 ,19 1 ,0 9 5

1 9 2 1 1 19 ,8 8 7 4 ,9 3 8 ,3 2 3 7 .8 8 4 3 0 ,8 1 1 3 ,16 3 ,1 7 3

1 9 2 2 1 4 2 ,0 3 2 6 ,7 5 2 ,8 3 9 5 .2 5 6 11 ,1 0 9 8 7 ,2 2 6 ,0 8 7

1 9 23 1 1 6 ,6 2 0 6 ,6 1 0 ,8 6 4 4 .6 8 6 4 3 ,0 8 6 1 14 ,03 7 ,8 7 0

1 9 24 1 2 3 ,2 3 3 7 ,7 9 3 ,6 8 9 4 .8 2 7 5 5 ,9 0 5 1 2 5 ,90 5 ,4 3 0
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(出典:台湾総督府殖産局『台湾農業年報大正十一年版』 1923年11月、 77、121頁、同『同年報昭和七年版』 1932年12月、47、

125、 126頁、台湾総督府農商局編『同年報昭和十八年版』台湾農友会、 1944年2月39、 136、 144頁より作成)

第11表米の作付面積・収穫高・価額

年 代
作 付 面 積 指 数 収 穫 高 指 数 価 額 指 数 1 甲 当 1 石 の価 額

←q n (千 石 ) (千 円 ) 収 穫 高 (石 ) (円 )

1 9 0 2

1 9 0 7

1 9 1 2

19 1 7

19 18

19 19

1 9 2 0

1 9 2 1

1 9 2 2

① 16 8 ,0 4 5 10 0 1 ,5 5 6 1 0 0 l l ,15 3 1 0 0 9 .2 6

7 .1 7

10 .9 7

13 .9 9

13 .4 0

2 0 .14

2 6 .8

2 2 .5 1

② 18 7 ,6 4 3 10 0 1 ,2 6 6 1 0 0 9 ,0 76 1 0 0 6 .7 5

計 3 5 5 ,6 8 7 1 0 0 2 ,8 2 1 1 0 0 2 0 ,2 3 0 1 0 0 7 .9 3

① 2 2 3 ,5 3 4 1 3 2 2 ,0 6 1 1 3 3 2 2 ,6 13 2 0 3 9 .2 2

② 2 6 2 ,7 4 0 14 3 2 ,4 5 1 1 94 2 6 ,8 8 6 2 9 6 9 .3 3

計 4 8 6 ,2 7 6 1 3 7 4 ,5 1 2 1 (30 4 9 ,4 9 8 2 4 5 9 .2 8

① 2 2 4 ,2 9 2 1 3 3 2 ,0 9 7 13 5 2 9 ,3 3 2 2 6 3 9 .3 5

② 2 7 1 ,8 3 6 1 4 5 1 ,9 5 0 1 54 2 7 ,2 8 4 3 0 0 7 .1 7

計 4 9 6 ,1 28 1 3 9 4 ,04 7 14 3 5 6 ,6 16 2 8 0 8 .1 6

① 2 1 7 ,4 50 1 2 9 2 ,4 5 4 15 8 3 2 ,8 9 1 2 9 5 l l .7 6

② 2 6 3 ,19 2 14 0 2 ,3 7 7 18 8 3 1 ,8 8 7 3 5 0 1 0 .2 1

計 4 8 0 ,6 4 3 1 3 5 4 ,8 3 3 17 1 6 4 ,7 7 8 3 20 1 0 .9 4

(彰 2 1 9 ,2 6 8 13 0 2 ,4 1 2 15 5 4 8 ,5 8 7 4 36 l l .0 0

② 2 7 9 ,0 6 6 1 19 2 ,22 0 17 5 4 4 ,7 2 0 蝣19 3 7 .9 6

計 4 9 8 ,3 3 4 14 0 4 ,6 3 1 16 4 9 3 ,3 0 6 蝣16 1 9 .3 0

① 23 1 ,8 7 5 13 8 2 ,4 0 9 15 5 6 4 ,7 1 1 5 8 0 1 0 .3 9

② 28 0 ,7 5 6 15 0 2 ,5 14 19 9 6 7 ,5 1 7 丁・1-1 8 .9 5

計 5 1 2 ,6 3 1 14 4 4 ,9 2 3 1 7 4 13 2 ,2 2 8 6 5 4 9 .6 0

① 2 2 9 ,5 4 3 13 7 2 ,3 7 6 1 5 3 5 3 ,4 7 0 4 79 1 0 .3 5

② 2 8 6 ,1 3 8 15 2 2 ,4 6 7 1 9 5 5 5 ,5 1 2 6 1 2 9 .3 2

計 5 1 5 ,6 8 1 10 4 4 ,8 4 2 1 7 2 10 8 ,9 8 2 5 3 9 9 .3 9

(彰2 2 7 ,1 7 7 1 3 5 2 ,5 0 9 1 6 1 3 8 ,8 5 9 3 4 8 l l .0 5 1 5 .4 9

② 2 8 3 ,6 14 1 5 1 2 ,4 6 7 1 9 5 4 9 ,2 2 7 5 4 2 !.7 0 1 9 9

計 5 1 0 ,7 9 0 1 4 5 4 ,9 7 6 1 7 6 3 ,1 3 7 4 3 6 9 .7 4 1 7 .7 1

① 2 3 5 ,34 6 1 4 0 2 ,7 3 6 1 7 6 4 5 ,6 6 5 4 0 9 l l .6 2 1 6 .6 9

ゥ 2 9 1 ,5 79 1 5 5 3 ,7 1 0 2 9 3 3 4 ,9 0 6 3 8 5 9 .3 0 1 2 .8 8

計 5 2 6 ,9 25 1 -18 5 ,4 4 6 1 9 3 8 0 ,5 7 1 3 9 8 10 .3 4 1 4 .8 0
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(出典: 『台湾農業年報大正十一年版』 67、 68貢、 『同年報昭和七年版』 26、 27頁、 『同年報昭和十八年版』 16、 17頁、 ①は1期作、

②は2期作、計は両者の合計を示す)

第12表蓬莱米作付面積・収穫高・価額

年 代
作 付 面 積 指 数 収 穫 高 指 数 価 額 指 数 1 甲 当 1 石 の 価 額

(甲) (千 石 ) (千 円 ) 収 穫 高 (石 ) (円 )

1 9 2 2

1 9 2 3

19 24

19 2 5

19 2 6

1 9 2 7

1 9 2 8

1 9 2 9

1 9 3 0

1 9 3 1

19 3 2

19 3 3

① 4 2 7

②

計 4 2 7

① 2 ,2 5 6

② 2 2 7

計 2 ,4 8 3

① 14 ,1 7 8

② 10 ,9 0 0

計 2 5 ,0 7 8

① 5 8 ,79 9

② 1 2 ,0 2 8

計 7 0 ,8 2 7

① 1 1 1 ,8 0 6

0 .3

o

_0

5 7

1 0 0

8 3

1 0 9

8 3

1 10

12 0

1 5 7

1 9 3

7

7

3 6

3

39

2 26

1 2 1

34 7

8 74

1 19

99 3

1 ,1 79

3

2 7

7 6

1 0 0

9 6

1 2 4

9 9

13 8

1 16

2 2 5

2 6 2

3 4 ,3 3 1

10 0

8 4

8 9

7 4

8 5

6 9

1 2 4

1 4 3

1 7 .0 9

1 0 .0 0

1 5 .76

1 5 .0 5

1 5 .7 1

1 5 .9 1

l l .13

1 3 .8 4

1 4 .8

l l .1 3

1 4 .0 2

1 0 .5 5 2 9 .l l

② 1 1 ,4 6 3 12 8 3 ,1 5 7 l l .1 6 2 4 .6 9

計 1 2 3 ,2 6 9 1 ,3 0 7 3 7 ,4 1 0 .6 0 2 8 .6 8

① 7 8 ,8 5 6 9 6 8 2 5 ,2 1 4 1 2 .2 8 2 6 .0 5

② 2 3 ,7 1 1 2 9 3 6 ,3 3 0 1 2 .3 6 2 1 .6 0

計 10 2 ,5 6 7 1 ,2 6 1 3 1 ,5 4 4 1 2 .3 0 2 5 .0 1

① 10 1 ,7 6 2 1 ,2 4 4 2 5 ,4 2 7 1 2 .3 0 2 0 .4 3

② 3 2 ,5 0 2 3 8 0 8 ,0 2 9 l l .6 2 1」l5

計 13 4 ,2 6 4 1 ,6 2 4 3 3 ,4 5 6 1 2 .3 0 2 0 .6 0

① 7 3 ,6 0 7 9 1 5 1 9 ,1 8 8 12 .4 3 2 0 .9 7

② 2 8 ,7 0 3 3 8 0 8 ,4 9 4 13 .2 5 2 2 .3 4

計 1 0 2 ,3 1 0 1 ,2 9 5 2 7 ,6 8 2 12 .1 0 2 1 .3 7

① 8 0 ,3 6 0 1 ,0 9 0 2 2 ,3 9 6 13 .5 7 2 0 .5 4

② 5 4 ,8 7 7 7 1 6 9 ,3 0 7 1Q PlQ .Vi 1 3 .0 1

計 1 3 5 ,2 3 7 1 ,8 0 6 3 1 ,7 0 3 13 .3 6 1 7 .5 5

① 9 2 ,5 1 2 1 ,2 7 3 1 8 ,0 9 9 13 .7 7 1 4 .2 2

② 54 ,9 3 6 6 3 6 7 ,8 6 6 l l .5 7 1 2 .3 7

計 14 7 ,4 4 8 1 ,9 0 9 2 5 ,9 6 5 12 .9 5 1 3 .6 0

① 1 19 ,2 3 8 1 ,8 8 9 2 8 ,8 0 6 15 .84 1 5 .2 5

② 74 ,7 0 4 1,0 5 4 1 7 ,5 18 14 .l l 1 6 .6 2

計 19 3 ,9 4 1 2 ,9 4 3 4 6 ,3 2 4 15 .1 7 1 5 .7 4

① 15 1 ,2 4 1 2 ,2 10 3 3 ,7 2 4 14 .6 1 1 5 .2 6

② 8 6 ,1 8 7 1 ,2 16 1 9 ,8 2 5 14 .l l 1 6 .3 0

計 2 3 7 ,4 2 8 3 ,4 2 6 5 3 ,5 4 9 14 .4 3 1 5 .6 3
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(出典: 『台湾農業年報昭和七年版』 26、 27頁、 『同年報昭和十八年版』 20、 21貢、 ①は1期作、 ②は2期作、計は両者の合計を示す)

第13表甘貢の作付面積・収穫高・価額(『台湾農業年報大正十一年版』 77、 78頁、 『同年報昭和七年版』 47頁、 『同年報昭和十八

年版』39頁)

年 代
作 付 面 積 収 穫 高 価 萄 1 甲 当 千 斤 の 価 額

( 甲 ) (千 斤 ) ( F ] i 収 穫 高 (千 斤 ) ( 円 )

1 9 04 2 1 ,5 94 1 ,0 74 ,9 7 5 3 ,2 14 ,1 7 5 5 0 2 .9 9

1 9 0 7 3 0 ,39 0 1 ,3 8 3 ,6 4 8 蝣4 ,3 72 ,3 2 8 4 6 3 .16

1 9 1 2 7 5 ,3 29 3 ,1 5 9 ,5 9 9 7 ,9 65 ,3 4 8 4 2 2 .5 2

1 9 1 7 1 2 9 ,6 6 2 8 ,4 8 8 ,1 1 7 2 7 ,1 95 ,9 2 7 6 5 3 .2 0

1 9 18 1 5 0 ,4 50 1,8 17 ,5 3 6 2 2 ,6 2 7 ,4 0 1 4 5 3 .3 2

1 9 19 1 2 0 ,4 10 5 ,6 3 1 ,3 3 9 2 2 ,4 29 ,6 2 3 4 7 3 .9 8

1 9 20 1 0 8 ,3 76 4 ,3 8 2 ,5 0 6 2 6 ,3 1 2 ,5 6 8 4 1 6 .0 0

19 2 1 1 1 9 ,8 8 7 4 ,9 3 8 ,3 2 3 3 8 ,9 13 ,9 8 6 4 1 7 .8 8

19 2 2 1 4 2 ,0 3 2 6 ,7 5 2 ,8 3 9 3 6 ,8 0 2 ,9 7 2 4 8 5 .4 5

19 2 3 1 1 6 ,6 2 0 6 ,6 10 ,8 6 4 3 1 ,0 50 ,3 8 7 5 7 4 .6

19 2 4 1 2 3 ,2 3 3 7 ,7 9 3 ,6 8 9 3 7 ,5 5 7 ,7 8 5 6 3 4 .8 2

19 2 5 1 3 0 ,4 8 0 8 ,8 2 5 ,8 4 2 4 7 ,8 7 2 ,8 3 8 6 8 5 .4 2

19 2 6 1 2 3 ,4 2 6 8 ,6 15 ,4 3 0 5 1 ,9 89 ,7 6 9 7 0 6 .0 1

19 2 7 1 0 1 ,5 3 1 7 ,4 1 1 ,9 6 3 4 5 ,7 1 7 ,5 8 3 7 3 6 .1 7

1 9 2 8 1 0 8 ,3 18 9 ,6 9 7 ,6 4 5 5 7 ,7 18 ,3 4 1 9 0 5 .9 5

1 9 2 9 1 2 0 ,0 4 6 1 2 ,2 9 1 ,9 4 4 7 2 ,9 06 ,0 7 5 1 0 2 5 .9 3

1 9 3 0 1 0 9 ,3 9 7 l l ,6 18 ,3 5 9 6 7 ,0 53 ,8 9 0 1 0 6 5 .7 7

1 9 3 1 9 9 ,0 9 4 10 ,9 4 4 ,6 7 0 5 6 ,5 48 ,8 2 0 1 1 0 5 .1 7

1 9 3 2 1 0 9 ,5 1 1 13 ,4 15 ,4 7 5 6 5 ,5 6 5 ,3 2 5 1 2 3 4 .8 9
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できた。第1期(1898-1904)、第2期(1904-18)、第

3期(1918-31)、第4期(1931-45)であった。

第1期(1898-1904)は、水田の比率が早田よりも高

く、在来米生産時期であった。

第2期(1904-18)は、早田の比率が水田よりも高く、

さらに甘煮園が増加し、甘庶生産発展時期であった。価

額は在来米、甘煮の上昇、単位収量価額は在来米・甘煮

の上昇、単位面積収量は在来米の上昇、甘煮の漸減傾向

であった。

第3期(1918-31)は、早田比率が水田よりも高いが、

甘庶生産が減少し、蓬莱米生産が開始し、幾分米糠相魁

の傾向が見える。価額は米の乱高下・総体的下落、蓬莱

米の出現、甘芹の上昇O単位収量価額は米下落、甘芹上

昇。単位面積収量は米・甘煮上昇。

第4期(1931-45)は、水田比率が早円を上回り、蓬

莱米生産が増加するとともに、甘煮生産も増加し、米糠

相乗的発展時期であった。価額は米上昇、特に蓬莱米の

顕著な上昇、甘煮の上昇。単位収量価額は米、蓬莱米、

甘燕が上昇し特に蓬莱米が顕著であった。単位面積収量

は米、蓬莱米が上昇し、甘庶が停滞傾向であった。

総じて、第1期は在来米時期、第2期は甘庶時期、第

3期は蓬莱米・甘煮相魁時期、第4期は蓬莱米・甘庶相

乗的発展時期であった。全期を通じ、各戸収量・収入は

増加した。
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